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カテゴリ サブカテゴリ コー ド データ
安 定 した人間関係 定期的 に長期 に続 く関わり 週に1回必ず会う仲間 ･毎週土曜 日絶対会 う (小 5男子)
小さいときいからずつと一緒の仲間 ･もう小さい時からずつと一緒 (小 6女子)
･幼馴染みみたい (小 6女子)
安心感 を伴う関わり 遠慮 しなくて もよい安心感 ･ラボは遠慮ない (小 5男子)
･頭で考えてもの言わんでもいい (小6女子)
相手に理解 してもらえる安心感 ･真剣な話をラボはよくする (小 5男子)ラボやつたら ｢なんで ?｣つて聞いてわかろうと
してくれる (小 6女子)
いろんな人との交流 自 分 とは違う年齢 の人との交流 自分より年齢が小 さい子との交流 ･小さい子も一緒にテーマ活動する (小 5男子)
･小さい子の前やつたらリーダー (小 6女子)
自分 よ り年齢が大きい子との交流 ･自分より年上のお兄さんお姉さん-の憧れがある
(小6女子)
自分より大きい子頼 りになる (小 5女子)
･普段同じ年齢の子 と同士やつた らなら-ん発想 と
かが生まれる (小 6女子)








カテゴリ サブカテゴリ コー ド データ





席替えで常に新 しい関係 ･席替えしてあんましゃべらん子 としゃべる子がある
(小 5女子)
･月に1回くらい席替えする(小 5男子)
表 面的 な 関 真面 目な話の展開 ･学校で真面目な話になりそ うになったら ｢もうやめ
を避ける友人 ようこの話｣とかつてなることが多い (小 5女子)
共通 した 題に乏 漫画とかテ レビの話はするけど､それ見てなかった
わり しい関係 ら話についていけないことがある (小 6女子)
話す内容を選び考 ･｢これ言ったら拒否されるかも｣つていうことは話
えながら話す自分 さない (小 6女子)
違和感を伴 う人間関係 否 定的 な受 先生に対する暴言 ･先生に対して呼び捨てやつた り､馬鹿にした りする
ことがよくある (小 5男子 .小 6男子)






































































































る｡内閣府 (2004)が行った ｢安全 ･安心に関する特別
世論調査｣では､｢一般的な人間関係について難しくなっ
たと感じるか｣と回答した人の割合は6割以上 (63.9%)
を占めた｡その理由については､｢人々のモラルの低下｣
(55.6%)に ｢地域のつながりの希薄化｣(54.3%)､｢人
間関係を作る力の低下｣(44.5%)､｢核家族化｣(41.8%)､
｢親子関係の希薄化｣(27.5%)が続き､家族､地域にお
けるつながりに関する項目を挙げる人の割合が高かっ
た｡この調査結果は､今回子ども達が学校の人間関係を
<希薄な人間関係>すなわちつながりの希薄化と捉えて
いるという結果と共通している｡このことから､子ども
の親世代を含めて大人自身が人間関係に困難さを感じて
問題を抱える人も少なからずいると思われる社会環境
(松浦ら,2008)において､子どもが学校で人間関係形
成の壁にぶち当たる状況 (酒井ら,2002)が伺える｡実
際に本対象者が学校の友達関係を<希薄な人間関係>
<違和感を伴う人間関係>と認識する要因は､｢継続し
ない関係｣｢表面的な関係｣｢否定的な受け止め｣｢環境
に適応する努力の必要性｣の4サブカテゴリに示されて
いた｡これらは､親密な人間関係の形成を阻む要素と言
える｡
これに対して本対象者は､ラボでの友達関係を<安定
した人間関係><いろんな人との交流>と認識してい
た｡その要素は､｢定期的に長期に続いている関わり｣｢安
心感を伴う関わり｣｢自分とは違う年齢の人との交流｣｢自
分とは違う地域に住む人との交流｣であった｡これらの
要因は､一般に信頼感を伴う人間関係を形成するうえで
重要な要因 (服部,2000)である｡
次に子どもたちのコミュニケーションのあり方につい
て､今回の対象者による討議において ｢普及する携帯電
話でのコミュニケーション｣としてコード化された内容
が活発に発言されていた｡このように携帯電話やメール
でのやり取りが､徐々に小学生の間でも当たり前のもの
になりつつある｡取り分けメールでのみのやり取りは､
｢表情や語気や間合いなどの読み取りからしか得られな
い直接的コミュニケーションの意義や効果を学ぶ機会
が､成長にある子どもたちから削がれている状況｣(石黒,
2008)が､本結果にも示されたと解釈できる｡
ラボのプログラムでは学童期における学ぶことへの欲
求を満たしてくれる物語や人との出会いが設けられて
いる (門脇,2006)｡参加児童自身､<いろいろな人と
の交流> をラボにおける人間関係として認知していた｡
これは､<いろいろな人の交流>による学習が､学校に
おける学習活動のように評価を受ける対象ではないこと
から､子どもたちが真に自分の考えや思いに従って自由
に行動しやすい場所だと認識できるという背景によると
考える｡フォーカス･グループ ･ディスカッションにお
いてラボに参加している子ども達は､ラボについて ｢自
分を幼い頃から受け入れてくれた安心できる､自分自身
でいられる場所｣と述べていた｡これに対して学校にお
ける人間関係については､<希薄な人間関係>から来る
ストレスさえ示唆されていた｡
指導員への面接内容から得られたサブカテゴリは､｢継
続的な関わり｣｢たくさんの出会い｣｢表面的な友達｣に
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おいて子どもたちと共通した内容が見られた｡しかし､
ラボにおける子どもたちの人間関係でのカテゴリとして
得られた ｢育ち合いの関係｣｢安心のできる環境｣およ
び学校における子どもたちの人間関係でのカテゴリとし
て得られた ｢閉鎖的なグループ化された関わり｣｢管理
された環境下の子どもたち｣は､子どもたちの討議には
見られない客観的で教育的な内容と考えられた｡これら
は､子どもたちが人格形成を続けるうえで重要な要因と
思われる｡
今回ラボに長期間所属してきた小学校高学年生に対す
る､ラボと学校における人間関係の認識の検討を行った｡
その結果､子どもたちにとって重要な学校における人間
関係について､希薄さや違和感伴う人間関係から安定し
た人間関係に向けた環境的配慮が必要であるという示唆
を得た｡また､いろいろな人との交流を図ることによっ
て､相互に受容しあう人間関係の形成の可能性が示唆さ
れたと考える｡
最後に､本研究のさらなる検討に向けた課題を2点検
討する｡第1点は､本結果の一般化に向けた課題につい
てである｡今回､ し`なやかな日本語力と英語力､豊か
な感性が光り､コミュニケーションカ､社会力ある子ど
もたちを育てる教育団体ラボ･パーティ'という特殊な
団体に長期間所属する子どもたちやテユータ-を対象と
した｡すなわち､一般学級の学童を対象としていないこ
とから､本結果の一般化への懸念が推測される｡しかし､
対象児たちは一様にラボにおける人間関係や活動に満足
を覚えている状況が討議内容分析に示された｡著者らは､
分析結果を本来あるべきこの状態を基準として､学校に
おける人間関係の改善に向けた課題や方略への示唆と位
置付ける｡この点で､本結果の一般化までには一般児童
を対象にした研究を実施するなど､まだまだ取り組むべ
き課題はあると認識している｡第2点は､対象の安全及
びデータの信頼性 ･妥当性についての課題である｡対象
の安全及びデータの信頼性の確保に向けて､フォーカ
ス ･グループ･ディスカッション及び面接の各方法に対
して､それぞれ入念なガイドラインを作成した｡このこ
とによって､研究者による介入や操作ならびに子ども達
が討議上のアクシデントにさらされることは避けられた
と考える｡また､DVDのデータ起こしが終了した段階
でデータ内容について参加者から確認及び了解を得たこ
とによって､データの信頼性は確保されたと考える｡し
かし､分析の妥当性については､2名の研究者が行った
分析結果に対して専門教育 ･研究職者を1名しか得られ
ず､不十分さが残ったと考える｡
大阪市立大学看護学雑誌 第6巻 (2010.3)
V.結 請
今回､総合的な言語教育プログラム ･ラボに所属する
小学5､6年生を対象に､ラボと学校における子どもた
ちによる人間関係についてのフォーカス･グループ･ディ
スカッション及びテユータ-への面接によりそれぞれの
認識を検討した｡その結果､ラボでの友達関係について
参加児童からは<安定した人間関係>および<いろいろ
な人との出会い>､テユータ-への面接からは<安心し
て継続的に育ち合える環境>および<出会いの多様性>
のそれぞれ2コアカテゴリが得られた｡学校の友達に関
して参加児童からは<希薄な人間関係>および<違和感
を伴う人間関係>､テユータ-からは<閉鎖的で表面的
な関わり>および<管理される環境>の各2コアカテゴ
リが得られた｡このように､ラボと学校における人間関
係に対する参加児童及びテユータ-の認識は､対照的で
あると同時にそれぞれ特徴的な要素が示された｡
これらより､今後の子どもたちの学校生活における人
間関係づくりに向けて調整や配慮が必要な環境要因が示
唆されたと考える｡今後看護職者も､その役割を担う上
で学校と家庭以外の環境について理解を深めて､子ども
たちの人間関係へのより深いアセスメントに立った援助
を行う必要があると考える｡
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